
□以下の基本情報を町内会等の避難支援者に提供し、個別避難計画を作成することを 

（　　希望します　　・　　希望しません　　） 

□避難所生活において配慮が必要なため、病状や医療的ケア等の情報を提供することを 

（　　希望します　　・　　希望しません　　） 

□この記載内容を、平時における支援対策の検討や災害時の避難支援を目的とする場合に限り、民生

委員、町内会、その他災害時の関係機関・団体が滑川市から提供を受け、利用することに同意しま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　 

本人署名（代理）　　　　　　　　　　　　 

要支援者　基本情報 

記入日：　令和　８　年　○　月　○○　日 
　　　民生委員児童委員　・　ケアマネジャー　　・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

氏名・担当町内・事業所名（　○○○○　○○○○○　　　　　　　　　 　） 

 
フリガナ 

(1)氏名

ナメリカワ　タロウ 年齢 (2)生 年 月 日 (3)性別

 
滑川　太郎 87 昭和１4年４月1日 男

 
地区 滑川東地区 町内会 寺家町

 

(4)住所
〒　９３６-８６０１ 

滑川市寺家町１０４番地

(5) 

電話 

番号

(携帯）090-1234-5678

 
(固定)　076-475-2111

 (6)世帯

構成
☑ひとり暮らし　　□75 歳以上のみ世帯　　□その他

日中在宅の人数 

※本人以外
０人

 

(８)緊急

時の 

連絡先

氏　　名 間柄 住所又は連絡先の名称 個人携帯番号

 
滑川花子 長女 滑川市吾妻町４２６ 076-476-5500

 

 

 
（７） 

状態

介護認定 要介護４ 障害者手帳

 
事業所 ○○○○事業所　○○　○○　　　　　　　（TEL：　○○○○○ ）

 

(9)支援が 

必要な 

状況

歩行 □つかまらずにできる　　　☑何かにつかまればできる　　　□できない

 
移動時に

必要な 

介助

□ベッドからイスなどへ移動する介助（　全介助　・　一部介助　・見守り等　） 

 

□必要な場所への移動の介助　　　　（　全介助　・　一部介助　・見守り等　）

 
介助に要する人数 　　２　　人

 

懸念事項
　右手足にマヒがあり歩きづらい

個別避難計画 

（10）避難支援者 

（１1）予定避難先 

・地図情報（一次避難先までの経路、要支援者の自宅、避難支援者の自宅、避難場所等） 

 

 

 

 

 

 

 

記入者：　○○　○○　　（　　　寺家町町内会長　　）　記入日：令和８年　○　月　○○　日 

 

①

氏名 

（団体）
寺家町町内会○班

連絡先
班長○○○－○○○○－○○○○

 
住所

対応可能

時間帯 日中不可

 

②

氏名 

（団体）
滑川花子

連絡先
090-1234-5678

 
住所 滑川市吾妻町４２６

対応可能

時間帯 いつでも対応可能

 
想定される災害 一次避難先 二次避難先

 
洪水（冠水） 自宅内垂直避難 指定避難所

 地震・津波 

（家屋の倒壊）
自宅内垂直避難 指定避難所

 
土砂災害 － －

滑　川　太　郎　

別紙、滑川市緊急時医療情報連絡票を 

作成する場合は、「希望する」に丸をつ

けてください。

介護認定を受けて、サービスを利用して

いる要支援者についたケアマネさんの

名前、事業所名を記入してください。

基本情報を記入していただいた方の

所属、お名前を記入してください。

手帳をお持ちの場合、種別・等級を

記入してください。

ハザードマップを参考に、要支援者の自

宅周辺に色がついている災害について、

避難先を記入してください。

地図情報は、手書き、地図を印刷して印をつ

けるなど、どの方法でもかまいません。 

欄に入りきらない場合は、別の紙に印刷して、

添付していただくことも可能です。

個別避難計画を記入していただいた方の

所属、お名前を書いてください。



【個別避難計画の作成について】 

□「個別避難計画」とは 

　風水害や地震が発生した時に、避難行動要支援者が『誰と』『どこへ』『どのように』避難するのかを事

前に定めておくことで、いざという時に備えるためのものです。 

 

□「避難行動要支援者」とは 

ア　高齢者（概ね要介護３以上の者） 

イ　障害者（概ね身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ又は精神障害者保健福祉手帳１級の者） 

ウ　要介護者（概ね要介護３以上の者） 

エ　市の生活支援を受けている難病患者 

オ　その他、支援を必要としている者 

 

□「個別避難計画」の目的 

　避難について具体的に決めておくことで、支援を受けやすくなります。 

　ただし、被災した時の支援が確実になるものではありません。 

 

□「避難支援者」について 

避難支援者の方は、まずご自身やご家族の安全を確保した上で支援を行います。発災時には、支援者自

身も被災している可能性が高いため、必ず支援が受けられるとは限りません。 

　また、個別避難計画は、たとえ支援が行われない場合でも支援者の方に責任を負わせるものではありま

せん。 

 

□個人情報の取扱い 

　ご記入いただいた情報は、避難支援関係者へ提供されます。 

　個人情報は厳重に管理し、必要最低限の範囲で、避難支援体制の構築や災害支援等の目的にのみ利用さ

れます。 

 

□地域での関係について 

　災害時の支援は、日常生活における関係の延長で成り立つものです。 

共助のためには、個別避難計画を作成し、支援者を設定するだけではなく、日ごろから地域との関係づ

くりを行っていただくことがとても重要です。 

 

【個別避難計画の管理について】 

 

 

 

 

　　　　　　　 

 

 

 

※３年毎に更新 

　　　　　　　※避難方法の大きく変更があった場合、変更箇所を提出 

 

【個別避難計画の活用について】 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・救急　・捜索　等 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

・自身の安全を優先し、できる範囲で一次避難先までの避難の 

支援をする一次避難先での参集状況により緊急連絡先に連絡 

・まとまって二次避難所へ行く 

　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

         ・避難所の体制づくり 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・要支援者への対応 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等 

 

 

・二次避難先（指定避難所）で避難者の状態を把握し、必要な支援を行う 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町内会 市 民生委員 消防・警察 

一次避難所 

二次避難所（指定避難所） 

市 

町内会 

本人 民生委員 

消防・警察 
ケアマネジャー 


